平成20年度　青葉区医師会、歯科医師会、薬剤師会防災訓練

（平成21年2月1日・日曜日）青葉区三師会合同計画書

平成20年度谷本中学校地域防災拠点〔青葉台〕にて訓練を実施。

2月１日（日曜日）8：30～12：30

場所：谷本中学校金工・木工教室入り口（三師会訓練会場）

主催：谷本中学校防災拠点運営委員会

共催：青葉区医師会、歯科医師会、薬剤師会

協力：横浜市アマチュア無線非常通信協力会青葉区支部

本年度の訓練スローガン：「自助・共助」家族を救い、隣人を助け、周囲の人たちと共に生き抜く力を備えた地域社会！！　のために

平成２１年２月１日　日曜日未明、南関東地区直下型地震発生震度7が発生し、青葉区内のライフラインは全て切断状態となったと設定。このため、被災した救急患者の救護訓練に参加するために午前8時30分に谷本中学校の金工・木工教室入り口に集合する。午前9時00分ごろから10時00分までは無線連絡訓練、10時30分から10時50分校庭にて開会式、10時50分から12時まで救護訓練を実施する。

· 当日参加者

青葉区医師会：入戸野 博会長、真田　裕副会長（昭和大学藤が丘病院院長、

外科学教授）、西川真人副会長、太田恵蔵副会長（防災担当）、

山本俊夫幹事（谷本中学校医）、荻原　篤幹事（災害時医療担当）、　　　　簡野正明監事

（災害時医療担当、谷本中学校担当）藤井　孝、原良太郎、

岡田征彦、佐川　充、宮田　庸、伊藤　桂、伊藤喜一、

村山英行（15名）

青葉区歯科医師会：堀口裕司会長、北野道廣副会長、佐氏又英、下山和夫、

　　　　　　　　　田花政昌、藤尾　昭、芳山弘志、大橋　擁、村田哲也、

岩井達生、山本昭二、鈴木俊和、佐藤伸哉、富岡孝之

青山和照（15名）

青葉区薬剤師会　：中村菊代会長、小菅 弘元会長、田中史代（谷本中担当）、

　　　　　　　　　橘川健太郎、向田美保子、大林宗子、池田秀子、倉本郁子

　　　　　　　　　天明 修（9名）

訓練協力者：ボランティア看護師３名（青葉区MC訪問看護ステーション他）、無線ボランティア、模擬患者ボランティア数名、青葉区医師会　　事務員２名、

自治会医療班訓練担当者：（谷本中地区役員）、

本年度の具体的な訓練内容

訓練１：谷本中学校救護拠点、昭和大学藤が丘病院、区役所、医師会本部との無線連絡を行うという設定で訓練を実施する。9時頃から10時頃の間に実施予定。

訓練２：午前10時50分～12時まで

10時50分に最初の救急患者が来所したという設定で、直ちにトリアージを実施する。今年は７症例で、症例3のトリアージは医師会が担当し、応急処置は歯科医師会が担当する。各症例は10分間で応急処置訓練を実施する。終了時刻は12時00分の予定である。

駐車場は校庭の仮設駐車場を利用できる。

＊注意：１）当日の訓練は金工・木工教室入り口付にて実施するので、スニーカーなどを持参してください。スリッパは利用できますが活動には向きません。２）雨天決行。３）厚着、携帯カイロをお忘れなく

＊症例解説と訓練内容をハンドマイクで実況報告担当：入戸野、堀口会長

＊トリアージの実施訓練

＊処置に対する講評：真田教授（11時50分ー12時）

＊医師会職員によるビデオ記録



症例１：午前10時50分訓練開始　10時58分まで

40歳代女性（ボランティア）　トリアージは赤色タグ

（処置指導担当医師：西川真人、山本俊夫、担当医師会員：藤井　孝、

原 良太郎、村山英行、看護師：Ａ）

脳外科：非難途中にブロック塀が倒壊し、胸部および頭部を打撲した疑い。    ボランティアにて担架で搬入された。

救護所に到着し、直ちに1分間でトリアージ開始となる。「目を開けてください」と問いかけると「ウッ」とうめくのみの状態。意識レベルは3－3－9度方式で３０が想定（刺激で覚醒）。この患者さんは意識障害および呼吸障害を認めたために赤色タグと判定し、右手首にタグを取り付けた。呼吸困難を認めたため、挿管準備。医療用人形を使用して、医師が看護師の介助にて挿管を実施。気道確保に成功する。精密検査と治療が必要なために無線ボランティアにて昭和大学藤が丘病院に連絡をする。以上の診察および処置の内容を災害時診療記録表（仮称）に記載し、後方病院に転送の場合には2部作成し、1部は救護所に保存し、一部は患者に添付する予定。

患者受け入れ可能な後方病院探しの結果、人工呼吸をしながら転送となる。　　右側頭部より出血を認め、右前胸部に打撲による肋骨骨折と気胸の疑い。

処置：医療用人形にて挿管訓練、人工呼吸の訓練、

ボランティアによる搬送、無線ボランティアによる転送病院への連絡。転送希望患者の概要を無線連絡用紙（仮称）に担当医師が記載し、この用紙を看護師が無線ボランティアに渡す。用紙には患者氏名、生年月日、年齢、性別、などの個人情報をわかる範囲内で記載し、後方病院での検査、処置が必要な状況を記載することとなっている。


症例２：午前10時58分～11時6分

４０歳代女性（ボランティア）、トリアージは緑色

（処置指導担当医師：真田　裕教授、担当医師：萩原　篤、佐川　充、

　看護師：Ｂ）

外科：戸棚が倒れてガラス片にて右上腕切創10センチの患者。出血が止まらずに患者自身がタオルで傷口を押さえて自力歩行中にボランティアにて止血処置を受け、その後受診となる。

処置：生理食塩水にて洗浄し、イソジン液消毒後に縫合処置。ヴィクシリン投薬し、明日来所指示する。

縫合練習セットにて実際に縫合処置を実施する。



症例３：午前11時6分～11時14分

30歳代男性（ボランティア）トリアージは黄色

(処置担当:青葉区歯科医師会地域医療委員会)

(トリアージ指導医師：太田恵蔵、山本俊夫、 担当医師：伊藤　桂、岡田征彦)

路上にて路線バスが横転事故発生。乗客が車内に閉じ込められてボランティアや近隣住民により救出され搬送されて来た。青葉区医師会員によりトリアージ実施。下顎骨骨折の疑い及び口腔内ガラス破片の迷入により出血が止まらず歯科救護所に転送される。

診断：下顎骨骨折、口腔粘膜裂傷、歯牙脱臼

処置：ガラス破片除去、口腔内消毒洗浄（生食、イソジン）口腔粘膜裂傷部縫合、脱臼歯牙整復固定（ＣＲＬＥＤにて固定）、下顎の複雑骨折および舌動脈損傷の疑いあり、静脈確保および三角巾にて下顎部固定、無線ボランティアにて横浜総合病院口腔外科へ無線連絡を依頼する。



症例４：午前11時14分～11時22分

６０歳代男性、トリアージは準緊急治療群の緑色タグ、

（処置指導担当医師：太田恵蔵、簡野正明、担当医師：佐川　充、伊藤　桂、看護師：Ｃ）

皮膚科：自宅が火災で背部全体に二度の熱傷（１８％）。発赤、水泡形成、一部は破れて滲出液を認める。医師がトリアージ実施して、気道熱傷が無いことを確認。　

処置　：ラクテック点滴、抗生剤ロセフイン1ｇ投与。熱傷処置、軟膏、ガーゼ、包帯、絆創膏、へら又は綿棒。感染予防薬を処方する。Ⅱ度の熱傷で１８％熱傷は入院が必要なために後方病院確保の連絡を無線ボランティアに依頼する。（無線ボランティア、後方病院）


症例５：午前11時22分～11時30分

５0歳代女性　トリアージは黄色のタグ、

（処置指導担当医師：岡田征彦、担当医師：荻原　篤、宮田　庸、看護師：Ｄ）

整形外科　：家具が倒れて下敷きとなり左大腿部骨折。救助犬に発見され、歩行不可能でボランティアによりタンカにて搬入される。左大腿骨骨折と診断。応急処置を実施した。

大腿部用のシーネの在庫が無いために、ボランティアにより近隣の病院へシーネを取りに行ってもらう。その後シーネが届いたのでシーネにて固定。後方病院に無線連絡し、転送となった。

必要物品；大腿骨用シーネ、包帯など。後方病院確保の連絡。

（無線ボランティア、後方病院）



症例６：11時30分～11時38分

80歳代男性（ボランティア）　トリアージは黄色タグ、

（処置指導担当医師：西川真人、担当医師：原　良太郎、山本俊夫、伊藤喜一、看護師：Ｅ）

内科：　脳梗塞後遺症にて自宅療養中。家族は倒壊家屋の下敷きにて死亡。    患者は訪問看護ステーションからの連絡で発災10時間後に災害救助犬にて発見され、近隣のヒトとボランティアを中心に救出され、タンカにて搬入された。医師によりトリアージ実施。挫滅症候群の可能性あり。準緊急治療群の黄色タグと判定。担当医師により内科診察。血圧測定200／140と上昇を認めた。中等度の脱水で点滴が必要。高血圧症の内服を中断している。手持ちのお薬手帳から常用薬「ノルバスク５ｍｇ1錠、ブロプレス８ｍｇ1錠、ハルナール0.2ｍｇ　　　1カプセル、バイアスピリン１００ｍｇ1錠」を確認。義歯は破損していた。

処置：内科診察（聴診器、打腱器、ペンライト、）、血圧測定。脱水のために       ラクテックを点滴する。

自宅倒壊し、避難所では看護不能なため、挫滅症候群のために透析が必要と判断。また、義歯は一部破損していたが、後日歯科医師による修理のために紛失しないように患者の手元に保管した。県外の病院にヘリコプターにて転送必要なため、無線連絡を依頼。ヘリコプター着陸地点へ搬送し、待機となる。

（訪問看護ステーション、災害救助犬、ボランティアによる搬送、点滴、降圧剤の投与、入院加療、無線連絡ボランティア、後方病院転送）


症例７：11時38分～11時46分

１０歳男児（人形）　トリアージは黒色のタグ　

（処置指導担当医師：太田恵蔵、担当医師：藤井　孝、宮田　庸）

　自宅が倒壊してその下敷きとなり、近隣のヒト達に救出され、ボランティアにより救護拠点に搬入されるもＤＯＡ：dead on arrival （到着時死亡）であった。死亡確認をする。死亡診断書の作成を試みるも、診断書が無く、印鑑も無いために作成できず。遺体は規定により青葉区スポーツセンターへ移動させ、そこで死体検案書が作成された。

（ボランティアによる搬送、死亡確認、死体検案書、死亡診断書）

必要物品：聴診器、ペンライト


全体の運営に必要な物品


・処置台（机を並べて代用）


・ No.24トリアージタグ


・ No.95点滴スタンド


・ No.104医療用ミニクリップライト（懐中電灯）


・ No.119担架


・ No.121照明（投光機）


・ハンドマイク


・ビデオ


・評価者、講評者の椅子３０～４０脚）


・医療用人形


・点滴練習用人形


・無線機


・災害時用カルテ（青葉区医師会策定）


・文具セット（はさみ、のり、筆記用具、カルテ用ボード、ホッチキッス）





症例１：必要物品　（気管内挿管、転送業務）


　・ No. 3 シリンジ10cc


　・ No.11喉頭鏡ハンドル（単2電池2本）


　・ No.12喉頭鏡ブレード（マッキントッシュ中）


　・ No.16聴診器


　・ No.17手動式人工呼吸器（レサシフォールディング）


　・ No.18足踏式吸引器


　・ No.19or20(?)吸引器とカテーテルのコネクター


　・ No.21サクションカテーテル（10Fr）


　・ 23　生食（洗浄用）1本


　・ No.22気管内チューブ金属スタイレット大


　・ No.27バイトブロック大


　・ No. ?   絆創膏（チューブ固定用、布製）


　・ No.34手術用手袋（6.5サイズ、看護師用）


　・ No.35手術用手袋（7.0サイズ、Dr.用）


　・ No.122酸素蘇生器（ボンベ、移動台付）


　・ No.131or132気管内チューブ（カフ付）





症例２：必要物品　（皮膚外傷、縫合）





　・34　ピクシリンカプセル　3cap


　・46　ロキソニン 6tab


　・  6　イソジン液 10% 10ml


　・22　生食（洗浄用）


　・15　キシロカイン 1% 10ml 1本


　・ No.126カップ入り綿球


　・ No. 3 シリンジ10ml　1本


　・ No. 4 シリンジ30ml　1本


　・ No. 5 注射針　18G　1本


　・ No.34手術用手袋（6.5サイズ、看護師用）


　・ No.35手術用手袋（7.0サイズ、Dr.用）


　・ No.103覆布（丸穴あき）


　・ No.46持針器


　・ No.47ピンセット（有鈎）


　・ No.48直剪刀


　・ No.53-58縫合針


　・ No.138縫合糸（シルクブレード2-0）5本（1袋）


　・ 縫合練習用スポンジ


　・ No.68滅菌ガーゼ（5枚パック）1パック


　・ No.71絆創膏（マイクロボア）1個





症例４：必要物品　（皮膚熱傷、措置・転送）


　・26　ソフラチュール　10枚


　・45　ラクテック　1本


　・47　ロセフィン静注用　1グラム　1瓶l


　・25　生食　100ml　1本


　・ No. 3 シリンジ10ml　1本


　・ No. 7 注射針　22G　1本


　・ No.89輸液セット　2本


　・延長チューブ


　・３方活栓


　・ No.152静脈留置カテーテル針　22G　1本


　・ No.34手術用手袋（6.5サイズ、看護師用）


　・ No.35手術用手袋（7.0サイズ、Dr.用）


　・ No.68滅菌ガーゼ　10パック


　・ No.91アメゴム（駆血帯）


　・ No.67弾性包帯


　・ No.71絆創膏（マイクロボア）1個





症例５：必要物品


　・犬


　・ No.75針金副木Ｌサイズ


　・ No.83or84弾性包帯





症例７：必要物品　　（DOA、死亡確認、遺体搬送）


　・ No.101ペンライト


　・ No.16  聴診器





症例３：必要物品　（歯科基本セット）





・縫合セット


・ガーゼ


・麻酔器材（キシロカイン）


・三角巾


・抗生剤


・止血剤


・鎮痛剤


・輸液セット


・ペンライト


・生食


・イソジン


・グローブ（Ｓ，ＳＳ）


・洗浄シリンジ


・駆血帯


・３Ｍテープ





症例６：必要物品


　（脳梗塞後遺症の方、孤立して取り残されていた。処置、転送）





　・４５ラクテック　1本


　・延長チューブ


　・ No.15血圧計


　・ No.16聴診器


　・ No.89輸液セット


　・ No.91アメゴム（駆血帯）


　・ No.101ペンライト


　・ No.152静脈留置カテーテル針２２Ｇ
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